
令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症は５類感染症になりました

新型コロナウイルス感染症と診断された方へのご案内

診断を受けたら、いつまで療養すれば良いですか。

令和5年5月8日(月)以降は新型コロナウイルス感染症の5類移行に伴い、季節性インフル
エンザと同等の扱いとなり、法律に基づく外出自粛は求められません。
外出を控えるかどうかは個人の判断に委ねられます。
ただし、発症後５日間は他人に感染させるリスクが高いことから、発症後５日を経過し、

かつ、症状軽快から２４時間経過するまでの間は外出を控えることが推奨されています。
また発症後１０日間が経過するまでは、他人に感染させるリスクがあることから、不織

布マスクの着用やハイリスク者⁽*⁾との接触は控えることが推奨されています。

通勤や通学などについては、上記をふまえて各職場や学校などにご相談ください。

同居家族が新型コロナウイルス感染症陽性の診断を受けました。

家族はどうしたらよいですか。

濃厚接触者の特定および外出自粛はありません。
ただし、以下のことにご注意ください。

・感染された家族とは可能であれば部屋を分け、感染されたご家族のお世話はできる

だけ限られた方で行うなどしてください。

・感染された方の発症日を０日目として、特に５日目までは体調に留意してください。

・７日目までは陽性者と接触された方は発症する可能性があるため、不織布マスクや

手洗い、換気などの基本的な感染対策を実施し、高齢者等のハイリスク⁽*⁾者との

接触は控えるなどの配慮をお願いします。

（＊）ハイリスク・重症化リスクとは・・・

65歳以上

以下の基礎疾患等がある方

悪性腫瘍、慢性呼吸器疾患（COPD等）、慢性腎臓病、心血管疾患、脳血管疾患、高血圧、糖尿病、脂質異常症、
肥満（BMI30以上）、臓器の移植、免疫抑制剤・抗がん剤等の使用その他の事由による免疫機能の低下、喫煙歴

妊娠中（妊娠の可能性のある方を含む）

新型コロナウイルス感染症が５類感染症になり、これまでのように、保健所が健康観察を行っ

たり、法律による外出自粛を求めたりすることがなくなります。

療養期間の考え方や、体調悪化時にどこに相談したらよいかなど、５月８日以降の考え方につ

いては、このチラシの他、裏面QR コードより奈良県ホームページをご確認ください。



新型コロナウイルス感染症の診断を受けて自宅にいます。

急に体調が悪くなった際はどうしたらいいですか？

急な体調不良などがあれば、まずは診断を受けた医療機関か、かかりつけ医
等の身近な医療機関等にご相談ください。

診療時間外で医療機関と連絡がつかない等、緊急性の判断に迷われる場合は下記へご相

談ください。
ただし、症状が重く、緊急性の高い症状が見られる場合は救急車を呼んでください。

※受診には、自己負担額が発生します。

新型コロナウイルス感染症に関する最新情報はこちらから


